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令和8

◆連携した結果に対する意見または評価、今後の連携強化に向けた課題

弊社の希望する業務内容を的確に遂行していただき、事業運営の大きな助けとなっています。

特に職員の方が事前に業務内容を把握し、適切に指導されているため、初めての方もスムーズに現場に溶け込めています。

作業のスピードに加え、一つ一つの工程が丁寧かつ正確であり、高く評価しています。

ただし、当現場は危険を伴う場所であるため、今後もより一層、安全管理に注意を払っていただきたいと考えております。今後もコミュニケー

ションを密に取り合いながら、安全第一で末永く連携を継続していきたいと考えております。

連携先企業名 中央物産株式会社 担当者名 北原 様

電話番号 054-330-9211 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

◆活動場所：中央物産株式会社

◆実施場所：年間を通じて適宜実施。

◆実施した生産活動・施設外就労の概要：

地域企業の人材不足への対応として、雑貨類の検品・梱包業務を切り出し

施設外就労として実施することで、企業と連携しながら障害のある方の就

労機会の創出に取り組んでいる。

◆利用者数：5名～8名

◆地域連携活動のねらい：

地域企業の業務に関わる機会を通して、障害のある方の社会参加を促進す

るとともに、将来的な一般就労に向けたステップアップとなる就労経験の

機会を提供することを目的としている。

◆地域にとってのメリット：

人手不足が課題となっている地域企業の業務の一部を担うことで、地域の

課題解決に寄与するとともに、人手不足の解消につながるほか、これまで

接点の少なかった方々との新たなつながりが生まれ、障害のある方への理

解促進にもつながる。

◆対象者にとってのメリット：

一般の方と共に仕事をする経験を通して、職場での関わり方や働くことへ

の理解を深めることができ、将来的な一般就労への意欲向上につながる。

◆実践した結果：

実際の業務を経験することで、一般就労に対する不安が軽減され、自分に

も働くことができるという自信が芽生えた利用者が多く見られた。

◆得られた成果：

経験を重ねる中で任される仕事の幅が広がり、作業の流れや優先順位を考

えながら、効率を意識して仕事を進めることができるようになった。

◆課題点：

業務内容が比較的難しいため、利用者によって作業の習熟度や作業スピー

ドに差が見られる。

◆活動内容の追加コメント

雑貨類の検品や袋詰め、シール貼り等の軽作業を施設外就労として

実施しています。正確な作業と納期遵守を徹底することで、地域産業

に貢献するとともに、企業との信頼関係構築に努めています。
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事業所名 サポートワークしずおか 事業所番号 2214231264


